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台湾の女性日本画家

生誕100年記念

合奏  1934年  個 人蔵

渋谷区立松濤美術
「卜e ShO10 ハ ハ ∪seum of Arl

東京都渋谷区松濤2-1414 電 話03-3465-9421

渋谷駅下車徒歩 15分  京 王丼の頭線神泉駅下車徒歩5分

2006年

4 月 5 日 l X l - 5 月 1 4 日 ( 日 )

体館 日 4 月 1 0 日1 月■ 1 7 日1 月| ・2 4 日1 月k 5 月 1 日1 月1 ・8 日1 月|

開館時間 午 前9時 ～午後5時 (ただし、入館は4時 30分 まで)

主催 渋 谷区立松濤美術館 読 売新聞東京本社 美 術館連絡協議会

特別協力 財 団法人陳進紀念藝術文化基金會 ・壺北市立美術館

後援 台 北駐日鯉済文化代表虚 ・財団法人交流協会 ・

学校法人女子美術大学

協賛 花 王株式会社

協力 」メA日本カフ曜

入館 料 一般 300円 (24 0円)小 中学生 100円 (30円)

■( )内は団体10名以上‐60歳以上の方及び障害者の方は無料.毎週土曜日は小中学生無・ll

陳 進 |'930年 代



碑Ⅲ柚糾組̈
陳上及

1895年 、日本の植民地支配下に置かれて以後、今日まで、台湾は、政治的に中

国大陸と異なった道を歩んだばかりでなく、文化・芸術の面でも独自の展開を遂げ

てきました。民主化。自由化が進む現在の台湾において、台湾人としての共通認識を

持つ傾向が強まる中、美術の分野においても、「中国美術」ではなく「台湾美術Jと

いう考えが形成され、日本統治時代の美術に対する研究が進んています。陳進もま

た、日本統治時代に活躍をはじめた画家の一人であり、二十世紀の台湾美術の発展

に大きな足跡を残しました。

陳進は1907年 、台,弯の裕福な家庭に生まれ、台,ヒ第三高等女学校で日本画家

郷原古統の教えを受けました。ついて、東京女子美術学校(現・女子美術大学)に留

学。卒業後は、鏑木清方の間に入り、清方、伊東深水なとに学びました。在学中に第

一口台湾美術展に入選したのをはじめとし、1934年 の第15口帝展に台湾女1生とし

て初入選、その後も帝展、文展での人選を重ねるなとして活躍しました。戦後の台湾

ては、中国の伝統的絵画である国画と東洋画(=日本画=膠 彩画)との対立の中で

制作に1麟むことになります。しかし、結婚、そして母親となって以後は、家庭生活を

主題に制作をつづけ、1998年 に台光に歿するまで台湾女性画家の頂点、として活躍

しました。

「合奏」や 「悠聞」に代表される前半生の作品は、伝統的な岩彩と膠を用いた日

本画(膠彩画)技法により台湾の地方色豊かな女性像を描き、結婚後の後半生は、

「みとりご(嬰児)」や 「花嫁(新娘)」のように妻、母親、家庭人として日々の生活を

恙愛の眼差しをもって描きつづけました。

本展では、生誕百年を記念し、陳進の代表作約80′|、及び素描なとを陳列しま

す。本展を通して、その優れた画業を口顧するとともに、二十世紀において独自の道

を切り開いてきた台湾絵画についても考察したく考えます。

夜富± 1977年 個人蔵

花 愛 ( た 愛 ) 1 9 8 8 年 i リヒ市立美‖: 館ま
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編物(編織)1940年  個 人苗

講演会
4サ1 1 5 1 1卜午後2 H ↓ヽ~陳
進とその師たち――「台展Jデビュー前後J

島小J輝 氏 女「え術人■教1 1

ギャラリー トーク

4り122111:、5月6‖J:い ずれも11後2時～ 11 %`学芸員

美術映画会
4月 16日 (目'午 後2J=―

上■■1:壼「花烏をす商くJ 姜 1:の■'た シ リ
ースより 「光と冒′_

5[7日 1日'午 後2]=―

東山魁賣 「山雲言声_唐 1=ギ寺障壁画の記ii

美Ⅲ子の
‐tかたシリースより

~見
えるままに拒くまでJ

美術相談
4月 30ヨ |ヨ,午 後 2日=～ 4崎

:菖宮T 富 田翁重ギ「自彰画 | ]:出モ久■ 1水彩EI

5月 14日 |ヨ,午 後 2時 -4時

:焉訂 t山 =|'自 影山 1 大手E屋 ま 1水彩画 |

次回展予告
‖́量誕生 2006年 5月30日|ズ■-7月9日1日'

東京都渋谷区松濤2-14 14 TEL 03-3465-9421

渋谷駅下車徒歩15分 、京王丼の頭神泉駅下車徒歩5分
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みこりこ(嬰児)1950キ |口人茂

蘭(蘭花)195´ キ =立 台湾美十に載花嫁 (新嫁)1983年 個人蔵


